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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月11日(2013.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するための方法であって、
　ａ）　前記検査対象の呼吸に対応した生理的呼吸信号を検出するステップと、
　ｂ）　前記検出した呼吸信号を評価するステップと、
　ｃ）　前記評価した呼吸信号を基に、磁気共鳴による測定データの取得プロセスに影響
する少なくとも１つのパラメータとして、前記検査対象の呼吸サイクル時間またはそれに
代替する物理量を算出するステップと、
　ｄ）　実際の生理的呼吸信号を検出するステップと、
　ｅ）　最後に検出した前記呼吸信号を少なくとも１つのトリガ条件と比較するステップ
と、
　ｆ）　前記ステップｅ）にて前記トリガ条件が充足されたとき、前記算出したパラメー
タを用いて、測定データの取得プロセスを作動開始（トリガ）するステップと、
　ｇ）　所望の全ての測定データが取得されるまで、前記ステップｄ）、前記ステップｅ
）、前記ステップｆ）を繰り返すステップと
を含むことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得す
るための方法。
【請求項２】
　請求項１記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法において、
　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する前記少なくとも１つのパ
ラメータに基づいて、前記測定データの取得プロセスをトリガ（作動開始）した後の、当
該測定データの取得時間を決定する、または当該測定データの取得時間を決定するための
設定を変更する
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項３】
　請求項２記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法において、
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　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する前記少なくとも１つのパ
ラメータの算出には、当該パラメータの算出と共に、前記検出した呼吸信号の前記評価を
行った際に統計的に求めた呼吸サイクル時間のパーセント割合の算出も含まれる
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項４】
　請求項２または３記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得
するための方法において、
　前記測定データは、所定数の被測定層からなる層構造を複数有するものであり、
　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する前記少なくとも１つのパ
ラメータに基づいて、前記層構造の持つ層数のうちの最大値を算出し、
　かつ前記トリガ条件の充足後に、各前記被測定層からそれぞれ前記測定データを取得す
る
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項５】
　請求項４記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法において、
　前記所定数の被測定層からなる層構造の層数の最大値を算出するプロセスには、前記ト
リガ条件の充足後に、当該最大値のデータ取得時間と、前記検出した呼吸信号の前記評価
の際に求めた統計的サイクル時間とを、比較するプロセスが含まれる
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項６】
　請求項２から５のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共
鳴技術によって取得するための方法において、
　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する前記少なくとも１つのパ
ラメータとして、前記磁気共鳴による前記測定データ取得の際に使用されるエコー列のエ
コー数を用いる
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項７】
　請求項１から６のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共
鳴技術によって取得するための方法において、
　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する少なくとも１つのパラメ
ータを算出するための所定値Ｄであって前記検査対象の呼吸サイクル時間またはそれに代
替する物理量に対するパーセント割合として予め定められる所定値Ｄを用いて、当該所定
値Ｄを前記呼吸サイクル時間の中央値または平均値に乗算してなる値以下に、１つのトリ
ガから発動した前記測定データの取得時間がなるように、前記少なくとも１つのパラメー
タを算出する
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項８】
　請求項７記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法において、
　前記所定値Ｄは、前記磁気共鳴による前記測定データの取得を行う者によって人的に設
定される
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項９】
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　請求項７記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法において、
　前記所定値Ｄは、前記測定データの取得の際に選択された取得プロセスに依存して設定
される
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１０】
　請求項１から６のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共
鳴技術によって取得するための方法において、
　前記磁気共鳴による前記測定データの取得プロセスに影響する前記少なくとも１つのパ
ラメータは、前記検出した生理的呼吸信号の最大の時間インターバルに依存しており、当
該時間インターバル内では、前記生理的呼吸信号の最大変動または平均変動が、前記検出
した呼吸信号内における、少なくとも１つの吸気の値と他の少なくとも１つの呼気の値と
の間での最大変動または平均変動の固定選択された値またはそのパーセント割合の値を、
上まわらないように設定される
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１１】
　請求項１から１０のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気
共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記評価した呼吸信号を基に、少なくとも１つの前記トリガ条件が、前記ａ）、前記ｂ
）、前記ｃ）、前記ｄ）、前記ｅ）、前記ｆ）、前記ｇ）のうちの少なくともいずれか１
つのステップにおいて算出される
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１２】
　請求項１１記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するた
めの方法において、
　前記呼吸信号の評価の際に、逐次に検出される呼吸信号のレベルがそれに到達した時点
で前記トリガ条件が充足されることになるような呼吸信号値のレベルを、前記トリガ条件
として算出する
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１３】
　請求項１２記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するた
めの方法において、
　前記呼吸信号値を算出するプロセスは、前記呼吸信号の平坦な曲線推移を探索するプロ
セスを含む
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１４】
　請求項１３記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するた
めの方法において、
　前記平坦な曲線推移は、少なくとも前記測定データ取得トリガ後の測定データの取得時
間に亘って継続するものである
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１５】
　請求項１３または１４記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって
取得するための方法において、



(4) JP 2011-110433 A5 2013.12.26

　前記平坦な曲線推移の初端は、前記呼吸する検査対象の呼気相内にある
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１６】
　請求項１１から１５のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁
気共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記少なくとも１つのトリガ条件は、前記磁気共鳴による測定データの取得プロセスに
影響する前記少なくとも１つのパラメータに依存して定められるものである
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１７】
　請求項１１から１６のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁
気共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記少なくとも１つのトリガ条件は、第１回目の算出後に、少なくともさらに１回、再
計算される
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１８】
　請求項１から１７のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気
共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記検出した呼吸信号の評価ステップには、前記検出した呼吸信号内の局所極値を求め
る、または、前記検出した呼吸信号内の１サイクル時間を求める、または、前記検出した
呼吸信号内にある複数のサイクル時間の中央値もしくは平均値もしくは統計値を求めるプ
ロセスが含まれる
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項１９】
　請求項１から１８のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気
共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記算出したパラメータを用いて前記測定データ取得トリガ用に充足すべきトリガ条件
が、前記呼吸する検査対象の呼気相内に前記実際の検出した呼吸信号があること、および
、前記実際の検出した呼吸信号が所定の許容範囲内にあること、および、最後の測定デー
タ取得トリガ以降に前記算出したパラメータを用いて統計的に求めた前記呼吸サイクル時
間に依存してその長さが選択される少なくとも１つの時間インターバルが経過すること、
のうちの少なくともいずれか一つである
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項２０】
　請求項１から１９のうちいずれか１項に記載の、呼吸する検査対象の測定データを磁気
共鳴技術によって取得するための方法において、
　前記検出した生理的呼吸信号を、一連のデータ点の集合として記憶するステップをさら
に含んでおり、
　かつ前記データ点の集合として記憶されるべきか否かを判定するための条件が、予め定
められていて、当該条件に適合するもののみを記憶する
ことを特徴とする、呼吸する検査対象の測定データを磁気共鳴技術によって取得するため
の方法。
【請求項２１】
　請求項１から１５のうちいずれか１項に記載の方法を演算ユニットにて実施する際に用
いられる、磁気共鳴機器に結合された前記演算ユニットによって前記方法を処理するため
の、コンピュータプログラム。
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